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〈年　　譜〉
1977年3月	 和歌山大学経済学部経済学科卒業（学士号）
1981年3月	 米国ワシントン大学大学院言語学学科修士課程修了（修士号）
1981年7月	 米国シアトル地域センター日本語教師（至る1981年8月）
1981年8月	 米国アリゾナ大学大学院言語学学科教育助手（至る1982年2月）
1982年2月	 米国アリゾナ大学大学院言語学学科博士課程退学
1982年5月	 椙山女学園大学短期大学部文学科専任講師（至る1988年3月）
1982年9月	 名古屋大学総合言語センター非常勤講師（至る1988年3月）
1983年4月	 三重大学人文学部非常勤講師（至る1984年3月）
1988年4月	 椙山女学園大学短期大学部文学科助教授（至る1996年3月）
1988年4月	 	椙山女学園大学海外派遣研究員（米国ワシントン大学大学院言語学学科
博士課程再入学）（至る1989年3月）
1989年10月	 名古屋大学総合言語センター非常勤講師（至る1990年3月）
1989年12月	 米国ワシントン大学大学院言語学学科博士課程修了（博士号）
1996年4月	 椙山女学園大学短期大学部文学科教授（至る1997年3月）
1997年4月	 名古屋外国語大学外国語学部英米語学科教授（至る2014年3月）
1997年4月	 椙山女学園大学短期大学部非常勤講師（至る2001年3月）
2001年4月	 椙山女学園大学文化情報学部非常勤講師（至る2004年3月）
2001年9月	 愛知県立大学外国学部非常勤講師（至る2002年3	月）
2014年4月	 名古屋外国語大学名誉教授
◇所属学会及び活動
1982月5月	 日本英文学会会員（至る2014年3月）
1982月5月	 日本言語学会会員（至る2014年3月）
1983月4月	 日本英語学会会員（至る2014年3月）
1987年7月	 日本英語検定協会　面接担当試験委員
1987年11月	 日本英語検定協会　面接担当試験委員
〈著作目録〉
◇著書
Abstract Case and its Morphological Realization in Japanese with a Focus on Genitive Case（単
著）博士論文University of Washington　1989年
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A Parametric Approach to Case Alternation Phenomena in Japanese（単著）ひつじ書房　1993
年
『親しもう、言語学・英語学に』（単著）青山社　1997年
『疑問文と「ダ」―統語・音・意味と談話の関係を見据えて―（ひつじ研究叢書（言語
編）第81巻）』（単著）ひつじ書房　2009年
『続英語正誤辞典』（項目執筆）研究社出版　1996年
『英語学用語辞典』（項目執筆）三省堂　1997年
『入門ミニマリスト統語論』（共訳）研究社出版　2000年
『新版 入門ミニマリスト統語論』（共訳）研究社出版　2006年
◇学術論文
“Japanese Reflexives in the Passive Construction”（単著）	Papers in Linguistics 14, Linguistic 
Research Inc.　1981年
“A Structure Preserving Approach to Japanese Passive Construction”（単著）Papers in Japanese 
Linguistics 8　1982年
“On Passives in Relational Grammar”（単著）『椙山女学園大学研究論集』第14号　1983年
“Raising of Subject to Object”（単著）『椙山女学園大学研究論集』第15号　1984年
“Some Notes on the Double Nominative Construction in Japanese”（単著）『椙山女学園大学研
究論集』第16号　1985年
“Reduced S in Noun Complements”（単著）『椙山女学園大学研究論集』第17号　1986年
“A Note on NO in Japanese”（単著）『椙山女学園大学研究論集』第18号　1987年
“On Restructuring”（単著）『椙山女学園大学研究論集』第19号　1988年
“Subjacency and Case Marking in Japanese”	（単著）Proceedings of TheWestern Conference on 
Linguistics 1, California State University, Fresno　1989年
“Evidence for A-bar Structural Positions in Japanese Donkey Sentences”	（単著）『白馬夏季言語
学会論文集』第3号，金星堂　1989年
“The Alternation of GA/O in Japanese”（単著）『椙山女学園大学研究論集』第21号　1990年
“Review Article on Verb Phrase Syntax: A Parametric Study of English and Spanish” English 
Linguistics 7，開拓社　1990年
“Can Case be Distributed?”（単著）『椙山女学園大学研究論集』第23号　1992年
“Notes on Saito and Murasugi’s (1990) N’-deletion: A Comparative Study of English and Japa-
nese”（単著）『椙山女学園大学研究論集』第24号　1993年
“Passives in Japanese”（単著）『椙山女学園大学研究論集』第27号（人文科学篇）1996年
“Restrictive Relatives in English and Japanese”（単著）『名古屋外国語大学外国語学部紀要』
第17号　1998年
“The Non-predicative Category of SAE-type Marked Phrases in Japanese SURU-support Construc-
tion”（単著）『名古屋外国語大学外国語学部紀要』第18号　1999年
“On the Analysis of Japanese Clefts in Hasegawa (1997)”（単著）『名古屋外国語大学外国語
学部紀要』第20号　2000年
“The Structure of Copular Sentences: From the Viewpoint of the Argument and Predicate”（単著）
『名古屋外国語大学外国語学部紀要』第22号　2001年
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“The“QF”Phenomenon and the Multiple Focus Cleft”	（単著）『名古屋外国語大学外国語学部
紀要』第23号　2002年
“On the Categorical Status of the Copula in Japanese”（単著）『名古屋外国語大学外国語学部
紀要』第25号　2003年
“Negation in Japanese Copular Sentences”（単著）『名古屋外国語大学外国語学部紀要』第
27号　2004年
“Interrogative Sentences and a Question Marker in Japanese”（単著）『名古屋外国語大学外国
語学部紀要』第28号　2004年
“Another Function of DA and DESU in Japanese”（単著）『名古屋外国語大学外国語学部紀
要』第30号　2006年
「日本語の連結動詞と経済性原理」（単著）『言語科学の真髄を求めて――中島平三教授還
暦記念論文集（ひつじ研究叢書（言語編）第50巻）』　2006年
“Japanese Interrogative Sentences Revisited”（単著）『名古屋外国語大学外国語学部紀要』第
32号　2007年
「繋辞の「ダ」と「である」」（単著）『名古屋外国語大学外国語学部紀要』第40号　2011
年
「分裂文の「ダ」」（単著）『名古屋外国語大学外国語学部紀要』第41号　2011年
「分裂文の「の」と「ダ」」（単著）『名古屋外国語大学外国語学部紀要』第42号　2012年
「命令文末の要素とそのカテゴリ」（単著）　『名古屋外国語大学外国語学部紀要』第44号　
2013年
「イディオム「腑に落ちない」の構造をめぐって―語彙部門と統語部門の狭間―」『名古
屋外国語大学外国語学部紀要』第46号　2014年
◇学会発表、講演等
‘Case Marking in Japanese’（口頭発表）Northwest Linguistic Club, University of British Colum-
bia　1988年
‘Case Marking in Japanese’（口頭発表）Western Conference on Linguistics ‘88, California State 
University, Fresno　1988年
「分裂文について」（講演）名古屋学院大学言語学研究会　2000年
「疑問文と助詞「カ」」（講演）広島大学総合科学研究所「言語と情報研究プロジェクト」
（第45回公開セミナー）2013年
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献　辞
　森川正博教授は2014年3月末日をもって名古屋外国語大学外国語学部英
米語学科を退職されました。名古屋外国語大学では、森川教授の多年にわ
たるご功績に感謝し、名誉教授の称号を4月1日付で授与しております。
　森川教授は1954年12月13日に三重県でお生まれになり、和歌山大学経
済学部経済学科で学ばれ、同大学を1977年3月に卒業されています。その
後、アメリカ合衆国ワシントン大学大学院言語学学科修士課程で言語学を
専攻し、同大学院で1981年3月に修士号を取得されました。アリゾナ大学
大学院言語学学科教育助手などを経て、1982年5月に椙山女学園大学短期
大学部文学科専任講師に就任し、助教授を経て、1996年4月に教授に昇任
されています。この間、1989年12月にアメリカ合衆国ワシントン大学大学
院言語学学科博士課程を修了し、Ph. D.を取得されています。本学への着
任は1997年4月で、外国語学部英米語学科教授として、「専門ゼミ（言語）」
「英語学」「言語文化（言語学）」などを担当されています。
　先生の研究は、生成文法理論による日英語の言語学研究が中心で、著書
は8冊ございます。ご著書では、日本語の格交替現象の分析、文末助詞と
しての「ダ」の提示などを綿密に行い、生成文法理論の紹介と言語の規則
性の説明を難解な理論を素人にも理解できるように簡明に行っています。
学術論文は31編ございますが、すべて単著で、日本語と英語の助詞や格、
量化表現、関係詞や受身文などの分析結果を本学紀要や椙山女学園大学紀
要などに発表されています。いずれも言語現象を簡潔な規則で統一的に説
明する斬新な研究で、最近の研究では語用論的視点を加えた総合的なアプ
ローチも採用して、言語研究の深さと奥行きがさらに増した形になってい
ます。
　教育、学生指導につきましては、英米語学科学科長の要請で、2003年に
「『講読・文法』を考える会」が組織されて、森川先生はその議長をしてお
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られます。何度も会議を開かれて、一学年に2クラスある「英語講読・文
法」の授業を、ひとつは多読クラス、もうひとつは精読クラスとし、この
2本柱を1年から4年までに拡大していくことを決めておられます。現在行
われている2種類のリーディングのクラス（多読と精読）の基礎をつくら
れるのに尽力されました。
　学内運営の職務につきましては、名古屋外国語大学外国語学部紀要編集
委員長を9年間、同じく図書委員会委員長を7年間、英米語学科の海外留
学アカデミックサポートを7年間、さらに、「講読」科目総合コーディネー
ターを9年間にわたって積極的に携わってくださいました。長年にわたる
これらの仕事に対する真摯な取り組みに敬服いたします。英米語学科の学
科会議では、筋の徹った発言をきちんとされるお姿は印象的でした。
　先生はいつも冷静に判断をされる方ですので、ご退職後のことも綿密な
計画をお持ちのことと推察いたします。定年までまだ数年ございますの
で、まだまだ先生にはご活躍願いたいのですが、先生のこれまでの本学へ
の多年にわたるご貢献に感謝するとともに、先生のなお一層のご健勝とご
活躍をお祈りし、献呈の辞とさせていただきます。
2014年4月1日
	 英米語学科長　　　
	 高梨　芳郎　　　
